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ニホンザルにおける回避行動の伝播

目上桝司(関西学院大 ･文 )

野生のサルでは､例えばヘビを恐れる行動のよ

うに､何らかの危険を避ける行動が集団内で伝播

･伝承されている可能性が高いと言われている｡

しかしながら､このことを実験的に示した研究例

は極めて少ない｡-昨年度の同年齢子ザル間での

実験的分析に引き続き､ニホンザル母子間におい

て､特定の対象物を回避する行動が伝播するか苔

かについて実験的分析を行った｡

〔方法⊃被験体 ;4組8頭のニホンザル母子 (個

別飼符 )｡子ザルはすべて1歳｡実験用ケージ:

一側面は透明アクリル板で､外側の左右2つのカ

ップ(A:プラスチック製､B:ステンレス製 )

から食物を取ることができるよう円形の穴 (径7

cm)が2つあった｡この穴はアク1)ル板全体を覆

う透明ギロチンドアによって開閉可能であった｡

カップBとケ-ジ底面には電柵 (小林無線工業㈱

製 )の端子が接続され､カップBに触れる被験体

に随時に屯撃を与えることができた｡手続き:場

面 1では､カップの弁別を既Iこ学習した母ザルと末

学習の子ザルとを実験用ケージに同居させ､両者

の相互作用を観察する同居セッションと､子ザル

のみを収容し観察する個体セッションを繰り返し

た｡各セッションは15試行から成り､1日1-2

回行われた｡1試行はギロチンドアの開放ととも

に開始され､被験体が食物を取った時点で終了し

た(虫大60秒 )｡食物は毎試行どちらか一方､あ

るいは両方のカップに呈示された｡場面2では､

カップBのみを使用｡子ザルに訓練を施し､食

物を取らなくなった後､同居セッションと個体セ

ッションを繰り返し､その消去過程を観察した｡

〔結果及び考察〕カップBへの子ザルの接近を制

止する等の､母ザルから子ザルへの積極的な働き

かけはみられなかった｡また､母ザルの行動の観

察を通し､子ザル自らカップBからの食物摂取を

抑制するという観察学習もみられなかった｡しか

しながら､場面2において､砲撃を経験した子ザ

ルが､母ザルと同居している場合にのみカップB

から食物を取る頻度を減少させるというtt社会的

抑制〃現象が3組において確認された｡つまり対

象が子ザルにとってもある程度危険である場合に

のみ､母ザルが反応しないことが子ザルに影響を

与え得ることが示唆された｡

ニホンザル集団における好奇行動の形響 ･促

進作用の分析

武田庄平 (阪大 ･人間科学 )

京大霊長類研究所円の放飼場で飼育されている

ニホンザル放飼集団 (若桜集団 )を実験対象柴田

として､好奇行動の伝播(他個体への彫響 ･促進

作用 )に関する実験的分析を行ってきた(昭和6q

61年度 )｡

本年度は､一連の研究の最終年皮である｡した

がって本研究をまとめる意味もこめて､行動の伝

播ないしは影響 ⊥促進作用に関する従来の研死に

おいてあまり.取 り上げられてこなかった､雄につ

いての資料を収集することとした｡好奇行動のひ

とつとして､ これまで同様の ｢のぞき行動｣を取

り上げた｡実験装置と手続きは昨年までと同じで

ある｡標的個体 (｢のぞき行動｣をすると視覚刺

戟が呈示される個体 )として､成体雄は､優劣噸

位の高位､低位各2個体ずつ(計4個体 )､未成

体雄は､依存噸位の高位､低位各2個体ずつ (計

4個体 )を選んだ｡実験は､1セッション1時間

とし､各標的個体につき30セッションずつ行った｡

実験の結果､以下の知見が得られた｡伝)一般に

雄の好奇行動は､一時期に集中して桁発するが､

それはすぐに消失してしまう傾向がある｡②成体

雄では､優劣順位の高い個体の､好奇行動の影響･

促進作用 (他個体への伝播)は､低噸位個休のそ

れよりも強い傾向がある｡③末成体雄でも､成体

雄ほど強くないにせよ同様の傾向がある｡⑧と③

の結果を雌に関して得られた昨年度までの結果と

比較すると､雄の方がより強く優劣関係に基づい

た社会的相互作用を行っており､それは個体発生

の比較的初期から既にみられる傾向であると考え

られる｡また､④成体雄は､一般に新奇串態に対

して保守的傾向(Menzel,1965)を示すとされ

てきたが､本実験では必ずしもそれに当てはまら

ない個体が見られた｡このことは､新奇事態に対

して成体雄は全休としては抑制的な存在と言える

が､個休ごとにみるときには､必ずしも抑制的と
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